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①作成に至る経緯
FSP と連携しつつ活動を展開してきた避難
者による当事者団体「栃木避難者母の会」関
係者から、避難者の想いを記録する証言集作
成への助言と助力がほしいとの相談を 2014
年 1 月以降断続的に受けてきた。そのなかで
確認した FSP としての関与の方針は以下の
通りである。
1） 集めた証言を授業の教材として使うこ
とを目的とし、原稿の編集にあたって
はFSP関係者が責任をもって関わる。
2） 栃木避難者母の会の関係者と、FSP関係
者が共に参加をする編集委員会を立ち
上げ、両者が聞き取り、原稿化、編集
の作業に可能な範囲で関与する。その
ための編集会議を定期的に開催する。
3） 刊行の形式は集まった原稿の内容や証
言者からの同意取得の可否次第で、今
後検討する。
②作成のための予算
平成 26 年度学長支援プロジェクト、並び
に平成 26 年度宇都宮大学地域志向教育研究
支援事業経費を中心に予算を編成した。さら
に、国立大学協会「防災・日本再生シンポジ
ウム事業」経費と平成 25 年度国際ソロプチ
ミスト宇都宮からの支援金の残額を一部活用
した。
③作成の目的
1） 集めた証言を教材としてFnnnP.Jrの活動
や授業等で活用し、学生たちが原発事
故による避難者を取り巻く被害状況や
個々の想いについて考える機会を提供
する。
2） 事故後4年目を迎えるなか、事故当時や
避難についての当事者の記憶が薄れる
前に聞き取りを行うことで、避難をし
た当事者の行動と想いを記録し、同意
が得られた範囲で社会に発信する。
3） 話を聞いてもらうことが、避難者に
とっても癒しにもつながるとの「栃木
避難者母の会」関係者による提言を受
けて、原発避難問題が風化しつつある
なか、子育て世代の避難者に加えて孤
立化を深める高齢者を聞き取り対象に
含める。
④聞き取り調査の主な内容
聞き取り調査では、以下の 4 項目を中心に
話を聞くことを対象者に事前に連絡をしたう
えで実施した。
1） 福島県での暮らしはどうであったか
2） 事故によってなぜ、どのように栃木県
に避難したか
3） 今はどのような暮らしをしているか
4） 次世代に伝えたいこと
⑤聞き取り調査の方法
1） 聞き取り対象者は、避難者の訪問支
援活動をしてきた栃木避難者母の会関
係者と相談の上、連絡先が判明してお
り、事前に調査への同意を得ることが
可能な12名とすることにした。
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2） 聞き取り調査の場所は、避難者の自
宅、宇都宮大学内会議室または避難者
交流会の会場のいずれかで行った。調
査の際には、原則として母の会関係者
とFSP関係者双方が複数臨席し、原稿
の書き起し作業担当者は聞き取り調査
にも必ず参加した。証言は音声レコー
ダーで記録した。
3） 事前に説明書、同意書を用いて調査の
目的、方法、証言集の編集や公開方法
について十分に説明し、倫理面での配
慮も行った。
⑥編集の方針
1） 音声レコーダーから書き起した内容
を、④にある4つの項目の順番に並べ替
え、発言の趣旨を変更しない範囲で編
集を行った。編集後の原稿は証言者に
送付もしくは持参し、2回以上の確認作
業を行った。
2） 栃木避難者母の会関係者とFSP関係者が
参加する編集会議を、2014年8月以降合
計10回開催し、書き起した原稿の編集
作業を行った。
3） 証言者が公開を希望しない部分はすべ
て削除し、また学内教材用としての掲
載には同意するものの、学外への公開
は控えたいとの希望が一部の証言者か
ら寄せられたことを受けて、学内教材
用（証言者12名分）と学外配布用（証
言者7名分）に分けて編集、刊行。
4） 2015年2月末の刊行に向けて予算を整理
した結果、学内教材用として100冊、学
外配布用として300冊印刷製本可能とな
る予定。その後、学外配布用を出版す
る可能性についても検討中である。
⑦2015年2月刊行予定の証言集の目次案
（※は学内教材用のみに掲載し、学外配布用
にも掲載を希望しない証言者）
まえがき
Ⅰ．証言編
1.「孤立した避難生活と帰還後も続く困難
さ」
証言者：Aさん（30代・女性）　
現居住地：二本松市　
2.「家族の時間を大切にする暮らしを求め
て」　
証言者：Bさん（40代・女性）　
避難元：田村市都路町
3.「あたり前のことが話せる環境を」
証言者：Cさん（40代・女性）　
避難元：福島市
4.「娘の想いを尊重するための避難」　
証言者：Dさん（40代・女性）　
避難元：郡山市
5.「最悪の事態を先に知りたかった」※　
証言者：Eさん（40代・女性）　
避難元：郡山市　
6.「『人間の復興』はどこに」　
証言者：Fさん（60代・女性）
避難元：飯館村
7.「時間が経っても軽くならない苦しみ」　
証言者：Gさん（60代・女性）　
避難元：浪江町
8.「若い世代には伝わらない想い」　
証言者：Hさん　（80代・女性）　
避難元：大熊町　
9.「見通しの立たない中で疲れ切っている
避難者」※
証言者：Iさんご夫妻
（夫：60代男性／妻：60代女性）
避難元：双葉町
10.「避難者の自立を目指して」※
証言者：Jさん（60代・男性）　
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Ⅱ　福島乳幼児・妊産婦支援プロジェクト（FSP）
避難元：双葉町　　
証言者：Kさん（70代・男性）　
避難元：南相馬市　
Ⅱ．資料編
資料2：事故年表
資料3： 空間線量マップ（地表面から１ｍの
高さ　放射性物質汚染マップ）
資料4： 土壌濃度マップ（地表面へのセシウ
ム134、137の沈着量の合計）
資料5： 避難指示の経緯（2011年3月11日～
2011年9月30日）
資料6： 避難指示の経緯（2012年以降・地域
別）
資料7：用語集
補足解説：原発避難をめぐる諸問題
以上
